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日
高
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
に
て
３
期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
期

８
年
の
取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
と
、
今
後
の
市
政
運
営
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
期
待
感
の
表
れ
と
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
、
そ
の
負
託
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
さ
を
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
笑
顔
と
元
気
を　
未
来(

あ
し
た)

へ
つ
な
ぐ　
緑
き
ら
め
く
ま

ち　
日
高
」
実
現
の
た
め
、
総
合
計
画
を
念
頭
に
、
次
の
施
策
に
重
点
を
置
き
ま
し
て
、
市
職
員
と
と
も
に
誠
心
誠
意
、

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
施
策

〇
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

〇
教
育
・
子
育
て
・
女
性
支
援

〇
都
市
基
盤
の
整
備
・
企
業
誘
致

〇
観
光
振
興
・
環
境
の
保
全

　
３
期
目
に
お
き
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
都
市
基
盤
の
整
備
」
と
し
て
、
高
麗
川
駅
東
口
の
早
期
開
設
に
向
け
て
の
設
計
や
整
備
、
新
高
萩
公
民
館
の
完
成
、

旭
ヶ
丘
地
区
の
産
業
系
土
地
区
画
整
理
事
業
の
支
援
な
ど
を
行
い
、「
子
育
て
支
援
」
の
一
環
と
し
て
市
内
全
６
地
区

で
の
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
本
市
に
は
巾
着
田
の
曼
珠
沙
華
に
代
表
さ
れ
る
優
れ
た
財
産
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
歴
史
、
文
化
、

自
然
環
境
、
景
観
、
産
業
等
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
昨
年
の
台
風
等
に
よ
る
大
雨
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
な
ど

予
期
せ
ぬ
事
態
が
起
こ
り
ま
す
が
、
現
在
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
早
期
に
収
束
さ
せ
、
小

中
学
校
の
再
開
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
未
曽
有
の
減
収
と
な
っ
た
中
小
企
業
者
の
支
援
に
国

と
連
携
し
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
わ
た
り
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
」
日
高
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

後
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま

い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

谷
ケ
﨑
市
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

日
高
市
長
　
谷
ケ
﨑
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